
４

各
省
各
庁
の
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
週
休
日
及
び
勤

務
時
間
の
割
振
り
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
後
の
週
休
日
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
を
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

４

各
省
各
庁
の
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
週
休
日
及
び
勤

務
時
間
の
割
振
り
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
後
の
週
休
日
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
を
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

職
員
か
ら
第
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
休
憩
時
間
の
始
ま
る
時
刻
及
び
終
わ
る
時
刻
に
つ
い
て
の
申
告

が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
休
憩
時
間
を
置
く
た
め
に
週
休
日
及
び
勤
務
時
間
の
割
振

り
を
変
更
す
る
と
き
。

（
新
設
）

三

（
略
）

二

（
略
）

５

（
略
）

５

（
略
）

（
勤
務
時
間
法
第
六
条
第
四
項
の
適
用
職
員
）

（
新
設
）

第
四
条
の
五

（
略
）

第
四
条
の
五

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
四
条
の
五
の
二

（
略
）

第
四
条
の
五
の
二

（
略
）

（
勤
務
時
間
法
第
六
条
第
四
項
の
適
用
職
員
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
の
届
出
）

（
新
設
）

第
四
条
の
六

（
略
）

第
四
条
の
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
勤
務
時
間
法
第
六
条
第
四
項
の
適
用
職
員
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
の
週
休
日
及
び
勤
務
時
間
）

（
新
設
）

第
四
条
の
七

（
略
）

第
四
条
の
七

（
略
）

（
休
憩
時
間
）

（
休
憩
時
間
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２

各
省
各
庁
の
長
は
、
勤
務
時
間
法
第
六
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
を
割
り
振
る

場
合
に
お
い
て
、
公
務
の
運
営
並
び
に
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
を
考
慮
し
て
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、

前
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
連
続
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
が
六
時
間
三
十
分
を
超
え
る
こ
と
と
な
る

前
に
休
憩
時
間
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

各
省
各
庁
の
長
は
、
勤
務
時
間
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
場
合
に
お
い
て
、

前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
と
能
率
を
阻
害
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲

げ
る
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
休
憩
時
間
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
削
る
）

一

正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
時
間
帯
に
お
い
て
、
連
続
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
が
五
時
間
三
十
分
を
超
え

る
こ
と
と
な
る
前
に
休
憩
時
間
を
置
く
こ
と
。

（
削
る
）

二

前
号
の
休
憩
時
間
の
終
わ
る
時
刻
か
ら
連
続
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
が
五
時
間
三
十
分
を
超
え
る
こ
と
と

な
る
前
に
休
憩
時
間
を
置
く
こ
と
。

（
削
る
）

３

前
項
の
規
定
は
、
勤
務
時
間
法
第
六
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
場
合
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
第
二
号
中
「
前
号
の
休
憩
時
間
の
終
わ
る
時
刻
か
ら
」
と
あ

る
の
は
、「
午
後
五
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
の
時
間
帯
に
お
い
て
、」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

各
省
各
庁
の
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
と
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
又
は
前

二
項
の
規
定
に
よ
る
と
能
率
を
甚
だ
し
く
阻
害
す
る
場
合
に
は
、
人
事
院
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
休
憩
時

間
の
基
準
に
つ
い
て
別
段
の
定
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

各
省
各
庁
の
長
は
、
前
三
項
の
規
定
に
よ
る
と
能
率
を
甚
だ
し
く
阻
害
し
、
又
は
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
は
、
人
事
院
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
休
憩
時
間
に
つ
い
て
別
段
の
定
め
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

各
省
各
庁
の
長
は
、
勤
務
時
間
法
第
六
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
場
合

に
お
い
て
、
第
四
条
第
一
項
又
は
第
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
を
し
た
職
員
か
ら
休
憩
時
間
の
始

ま
る
時
刻
及
び
終
わ
る
時
刻
に
つ
い
て
前
三
項
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
申
告
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
当
該

申
告
を
考
慮
し
て
休
憩
時
間
を
置
く
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
告
が
第
一
項
又
は
前
項
に

定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
申
告
ど
お
り
に
休
憩
時
間
を
置
く
と
公
務
の
運
営
に
支
障
が

生
ず
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
別
に
人
事
院
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
休
憩
時
間
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
。

（
新
設
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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